
カーボンニュートラルに向けた旅客機の
空気抵抗を低減するためのリブレット技術
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なぜこの研究が必要なのか
1. 燃費の良さが環境性能や経済性を向上させ，
旅客機の国際競争力を決定付ける．

2. これからの航空機技術は各抵抗成分をコントロ
ールする高度なものでなければならない．

3. 航空機の燃費を良くするためには，表面摩擦
抵抗を低減させることが最も効率的．
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表面摩擦抵抗の割合が最大

旅客機の空気抵抗成分の内訳
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リブレットの摩擦抵抗低減の原理

JAXAでのリブレット風洞実験 JAXAスーパーコンピュータによる
数値シミュレーション

JAXA実験用航空機“飛翔”
による飛行実験

空力技術：JAXAは，風洞，スーパーコンピュータ，実験用航空機により空力設計や評価技術
の研究開発を進めている． 表面摩擦抵抗：約5%低減．全抵抗：約2%低減

（理想的に機体全体に施工した場合）

JAXAの貢献技術

Refresh：リブレットの実用化のために，国内エアラインや施工メーカと協力し，航空機用塗料
をリブレットに成形する技術を研究開発．JAL機にて飛行試験を実施，施工性や耐久性を確認．

JAL 737-800型機
胴体の下側

リブレット形状

Refresh: RiblEt Flight RESearcH for carbon neutral 

流れは紙面垂直方向
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